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2000年度春季大会における保育施設斡旋のお知らせ

2000年度春季大会実行委員会

　標記大会（5月24～26日，つくば国際会議場）に参

加される会員のため，下記の要領で保育施設の斡旋を

行います．

（1）会場近くの一時保育施設についての情報を提供い

　　たします．利用に際しましては，実行委員会を通

　　さず当該施設に直接申し込んでいただきます．

（2）一時保育施設を利用する会員には，実行委員会で

　　費用の一部を補助します．利用を予定される方は

　　5月19日（金）までにご連絡ください．

　施設についての問い合わせ，および補助希望のご連

絡は，保育施設担当係（下記）までお願いします．

連絡先：〒305－0052茨城県つくば市長峰1－1

　　　　気象研究所環境・応用気象研究部　清野直子

　　　　TEL：0298－53－8615，FAX：0298－55－7240
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